
 

 

 

総務委員会 情報連絡 
 

 

令和６年１１月１１日 
 

 

 

情報連絡事項                                 頁 

 

１ 「あだち安心電話」の発信訓練の結果について・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

 

２ アートアクセスあだち 音まち千住の縁 

「千住・人情芸術祭 １ＤＡＹパフォーマンス表現街」の開催結果について・・・ ４ 

 

３ 信用金庫との協創による足立区外へ向けた魅力発信・関係創出プロジェクト 

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

 

４ 令和６年度公益活動げんき応援事業助成金の審査結果について・・・・・・・・ ６ 

 

 

 

【参考】≪子ども・子育て支援対策調査特別委員会 報告事項≫ 

※資料は、子ども・子育て支援対策調査特別委員会（政策経営部）の報告資料にあり 

１ アウトリーチ版「アダチ若者会議」の実施結果等について 

 

【参考】≪エリアデザイン調査特別委員会 報告事項≫ 

※資料は、エリアデザイン調査特別委員会（政策経営部）の報告資料にあり 

１ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

２ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（北綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

３ 江北エリアデザインの取組み状況について 

４ 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について 

５ 竹の塚エリアデザインの取組み状況について 

６ 千住エリアデザインの取組み状況について 

 

（ 政策経営部 ） 



総 務 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１１月１１日 

件   名 「あだち安心電話」の発信訓練の結果について 

所管部課名 政策経営部 報道広報課 

内   容 

「あだち安心電話」の発信訓練を実施したので報告する。 

 
１ 「あだち安心電話」の概要 

大雨や台風の際に、河川の水位や避難情報などを電話で登録者に自動

音声でお知らせするシステム。河川の増水時は、申し込み時の住所で一

定のエリアを絞り、氾濫しそうな地域を優先に配信する。１０月１日現

在３１，１４６件の登録があり、発信には１件あたり約１秒を要する。 

 

２ 発信訓練について 

毎年２回、出水期前及び１１月頃にそれぞれ２地区程度（基本的に地区

町自連単位）、災害時に備えて発信訓練を行っている。発信訓練を行う地域

は、過去に訓練を行っていない地域で河川に近い地域を優先的に行う。 

なお、区内に２５地区町自連があるため、おおむね６年に１回の頻度で

発信訓練の対象となる。 

 
３ 訓練目的 

（１）河川水位の上昇時に電話がかかってくることを日頃から意識してい

ただく。 

（２）登録されている電話番号に、正確に発信できるか確認する。 

 

４ 発信内容 

水害発生の恐れがある場合に、あだち安心電話から避難情報等の発信が

ある旨のお知らせをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発信内容（例）】 
これは訓練です。避難の必要はありません。あだち安心電話では、台風など

により、河川の水位上昇・氾濫のおそれがある場合、避難情報などをお知らせ
します。 
いざというとき、自らの身を守るため、ハザードマップを確認するなど、日

頃から備えましょう。 
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５ 対象者、実施地区及び日時 

鹿浜地区町会・自治会連絡協議会の地域であだち安心電話に登録してい

る方（皿沼一丁目～三丁目、加賀一丁目～二丁目、鹿浜一丁目～八丁目、     

椿一丁目～二丁目、谷在家一丁目～三丁目、江北七丁目の一部、江北六丁

目の一部、堀之内一丁目の一部、西新井四丁目の一部）１，５９５件 
１０月２９日（火曜日）午後３時から発信 

 

６ あだち安心電話の実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 問題点、今後の取り組み等 

（１）電話がつながらなかった件数（６７３件）のうち、何も操作されなかっ

た５９９件については、直接電話を掛け、現在使われている電話番号で

あるか、継続するか等の確認を行っていく。なお、残りの７４件は、「発

信中に受信者が切断した（携帯電話で着信している時に拒否ボタンを押

した）」であり、電話が使用されていることが判明しているため、後追い

調査は行わない。 

（２）前回（令和６年５月実施分）の「何も操作されなかった方」の後追い

調査の傾向及び今後の対応は、以下のとおり。 

登録者の意向 傾向 今後の対応 

継続の意向 約９％ 継続 

脱退の意向又は電話

が使われていない 

約３７％ 名簿から削除 

後追い調査でも電話

に出ない 

約５３％ 郵送で意向を確認し、継続の意向が

ない場合又は返答がない場合は、名

簿から削除 

※ 割合は、小数第一位を四捨五入しているため合計の数が１００％に

ならない場合がある。 
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１１月１１日 

件   名 

アートアクセスあだち 音まち千住の縁 

「千住・人情芸術祭 １ＤＡＹパフォーマンス表現街」 

の開催結果について 

所管部課名 政策経営部 シティプロモーション課 

内   容 

東京藝術大学・特定非営利活動法人 音まち計画・足立区の３者共催

による区民参加型アートプロジェクト「アートアクセスあだち 音まち

千住の縁」のイベント開催結果について報告する。 

 

１ 開催日時 

令和６年１０月６日（日） 午後２時～５時 

（平均気温２１．３℃、曇り） 

 

２ 場所 

千住ほんちょう商店街、ＪＲ北千住駅南改札外コンコース 

 

３ 観覧者 

（１）来場者数 ７，９６１名【昨年度５，４８３名】 

（２）出演者数 ６７組４５７名【昨年度４９組３３８名】 

（３）従事者数 ８５名（無償ボランティアスタッフ５２名） 

 

４ 増加要因等 

（１）来場者数は昨年度比で約２，５００人増加。リピーターや評判を

聞き来場した方も多く、地域のイベントとして定着してきた。 

（２）北千住駅をパフォーマンス会場として新設。新たな賑わいと同時

に、駅からほんちょう商店街への誘導の役割を果たした。 

（３）ゲストアーティスト３人も地域に根差した事前活動を行っていた

ため、当日も地域の方等とコミュニケーションを図りながら、イベ

ントを盛り上げていただいた。 

  

【参考】千住・人情芸術祭 １ＤＡＹパフォーマンス表現街について 

商店街を舞台に公募により集まった団体・個人が歌やダンス、パ

ントマイムなど同時多発的にパフォーマンスを行うイベント。 
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１１月１１日 

 

件   名 
信用金庫との協創による足立区外へ向けた魅力発信・関係創出プロ

ジェクトについて 

所管部課名 あだち未来支援室 協働・協創推進課 

内   容 

区内事業者の商品などを通じて、足立区の魅力を区外へ広げるため、

足立成和信用金庫と連携し、以下のとおり区外で物産展を開催する。 

なお、本事業は地域の発展に貢献することを目的とした信金中央金庫

の「ＳＣＢふるさと応援団」による寄附金を活用しており、３年間継続

して実施する事業の２年目となる。 

 

１ 日程 

令和６年１１月２２日（金）から２５日（月）まで 

 

２ 場所 

  ＪＲ仙台駅２階 東西自由連絡通路 ガレリア通り東側２区画 
 

３ 都市選定理由 

１年目は足立成和信用金庫が進める「ご宿場印プロジェクト」に参

加する北関東最大都市の宇都宮市で開催。２年目は東北地方最大の商業

都市である宮城県仙台市での開催とした。 

 

４ 目的 

（１）足立区のブランド認知度向上 

（２）足立区への来訪勧奨、ふるさと納税の活性化 

（３）足立区内事業者の販売・プロモーション機会の創出 

 

５ 内容 

（１）足立区及び「あだちのいいモノ・コト」を伝えるパネルや品物の

展示・販売 

（２）ふるさと納税ニーズ調査（アンケート） 

 

６ 出店事業者・品目（予定）               ★新規 

 種別 品目 事業者 

１ 

食品類 

みるく食パン、ラスク、プリン 金子乳業㈲ 

２ ハム、ベーコン、焼豚 ㈱芳味 

３ ★バウムクーヘン 島田屋製菓㈲ 

４ ★きんつば、人形焼、どら焼き ㈱大江戸 

５ ★シフォンケーキ シフォンケーキ Romi 

６ ★ドリップコーヒー、焼菓子 BLACK SLOTH COFFEE 

７ 

非食品類 

革小物 ㈱和宏（ミンカ） 

8 ★アクリルキーホルダー、ワークショップ ㈲三幸 

9 ★玉子焼器 中村銅器製作所 

10 ランドセル(展示のみ) 大峽製鞄㈱ 

11 ムーミンコラボ展示 ★革小物、革ポシェット、ショコラ ㈱ムーミン物語 
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１１月１１日 

件   名 令和６年度公益活動げんき応援事業助成金の審査結果について 

所管部課名 あだち未来支援室 協働・協創推進課  

内   容 

公益活動げんき応援事業助成金審査会は年２回開催しているが、令和６年

度の審査が全て終了したため、以下のとおり報告する。 

 

１ 公益活動げんき応援事業助成金の概要 

  個人や事業者からの寄附と区の拠出金からなる協働・協創パートナー基

金を活用し、区内の公共性・公益性の高い活動や地域貢献活動を支援する

ことで、公益団体の自立、発展を図ることを目的とした助成制度。 

※【令和６年度提示課題】 

① ヤングケアラー支援事業 

② 生きづらさを抱える女性の支援事業 

③ 高齢者から子どもまでのＩＣＴ支援事業 

④ 防災対策支援事業 

⑤ ビューティフル・ウィンドウズ運動に関連する事業 

コース名 

【上限額】 
目的 助成率・助成回数等 

げんき応援 

コース 

【１０万円】 

公益活動の維持・増進およ

び公益活動の活性化等を目

的とするコース 

助成率 １０/１０ 

同一年度２事業まで 

同一事業３年度まで 

課題チャレンジ

コース 

【３０万円】 

区の提示する課題（※）に取

り組む活動の支援を目的と

するコース 

助成率 ３/４ 

課題ごとに同一年度 

１事業まで 

 

ステップアップ

コース 

【６０万円】 

公益活動の促進および発展

を図ることを通じて、自立

と拡充を目的とするコース 

助成率 １０/１０ 

２年目    ２/３ 

３年目   １/２ 

 同一年度１事業まで 

同一事業３年度まで 

 

協働・協創推進

コース 

【１００万円】 

団体間の連携を促進し、公

益活動の拡大と協創の推進

を目的とするコース 

助成率 １０/１０ 

２年目    ２/３ 

３年目   １/２ 

同一年度１事業まで 

同一事業３年度まで 
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２ 審査会委員  ７名  

非営利団体支援の専門知識を有する者、中小企業診断士、税理士、社会保

険労務士、東京ボランティア・市民活動センター職員、元区民評価委員、区

職員 各１名 

 

３ 令和６年度 審査結果内訳 

（１）第１回審査会 ６月５日（水） 

（２）第２回審査会 ９月１０日（火） 

※（ ）内は昨年度件数 

 

 

 審査会 申請数 採択数 交付予定額 

げんき応援   

 コース     

【上限１０万円】 

第１回 ２５件 ２０件 １，９８２，０００円 

第２回 １６件 １２件 １，０３９，０００円 

合計 ４１件 
(４２件) 

３２件 
(３０件) 

３，０２１，０００円 

課題チャレンジ 

コース 

【上限３０万円】 

第１回 ２件 ２件 ５８４，０００円 

第２回 １件 １件 ３００，０００円 

合計 ３件 
(１件) 

３件 
(１件) 

８８４，０００円 

ステップアップ 

コース 

【上限６０万円】 

第１回 ３件 ２件 １，１９９，０００円 

第２回 ３件 ２件 １，２００，０００円 

合計 ６件 
(８件) 

４件 
(６件) 

２，３９９，０００円 

協働・協創推進 

コース 

【上限１００万円】 

第１回 １件 １件 ２１０，０００円 

第２回 ０件 ０件 ０円 

合計 １件 
(１件) 

１件 
(１件) 

２１０，０００円 

合計 

第１回 ３１件 ２５件 ３，９７５，０００円 

第２回 ２０件 １５件 ２，５３９，０００円 

合計 ５１件 
(５２件) 

４０件 
(３８件) 

６，５１４，０００円 
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４ 採択事業一覧 

  別添資料のとおり 

 

５ 今年度採択事業・団体の特徴 

（１）地域活動を始める団体の増加に伴い、初採択団体が１４団体（昨年度は

８団体）となった。 

（２）農業体験やユニバーサルスポーツの実施、夏祭りの開催など、地域に開

かれた企画が増加している。 

 

６ 今後の方針 

助成事業の実施状況を確認し、助成金の活用を促進するための調査・研究

を進めていく。 
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